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走査型Ｘ線分析顕微鏡を用いた水月湖湖底堆積物の高分解能化学柱状図の作成

The high resolution chemical profiles of the lacustrine sediment from Lake Suigetsu

measured with the SXAM
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福井県水月湖の湖底堆積物ピストンコア試料1 . 2 m分について、走査型Ｘ線分析顕微鏡を用いて蛍光Ｘ線画像
分析を行った。さらに空間分解能0 . 4 m mで化学柱状図を作成した。その結果、いくつかの火山灰層と思われる層
および、湖底土石流堆積物と思われる層を検出することができた。湖底土石流堆積物は地震発生イベントを表し
ている可能性があり、この地域の詳細な地震発生史を作ることができると期待される。

福井県水月湖の湖底堆積物ピストンコア試料1 . 2 m分について、走査型Ｘ線分析顕微鏡を用いて蛍光Ｘ線画像
分析を行った。さらに空間分解能0.4mmで化学柱状図を作成した。

その結果、次の4種の元素濃集層を検出し、それらを以下のように解釈した。
① Ca，K，Ti，Alが濃集している層。これは、火山灰層であると考えられる。
② K，Ti，Alが濃集している層。これは、顕微鏡観察によって、湖底土石流堆積物であることが分かり、地震発

生イベントを表している可能性がある。
③ Sの濃集層。これは、植物遺骸に付着した単体硫黄の可能性がある。
④ P, Feの濃集部分。これは、堆積後に自生した鉄リン酸塩鉱物であ
ると考えられる。

特に、②のK，T i，A l濃集層の系列から、水月湖付近の細かい地震発生史を作ることが可能になると思われ、
重要である。


